
 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

 

この「特別支援教育の視点に立った『個別最適な学び』～『個別の指導計画』と教科指導をつないで～」 

のリーフレットは、滋賀県教育委員会ホームページにも掲載しています。 

URLアドレス https://www.pref.shiga.lg.jp/edu/school/tokubetsushien/329964.html 

【つまずきが心配される             

児童生徒の様子】 

小学３年生。周りにあるものや周りの様子が

気になり、立ち歩くなどして学習に集中でき

ない。                            

【指導計画での支援内容】           

10 分間座っていられることを目標に、ＩＣ

Ｔ機器を活用するなど工夫し、学習に関心

をもって取り組めるようにする。          

  

学びにくさのある児童生徒への指導・支援の充実を図るため

には、個別の指導計画の効果的な活用が必要です。個別の指導

計画をもとに各教科等における指導・支援を計画し、一人ひと

りの特性や学びにくさに対応した適切な指導・支援を行うこと

で、特別支援教育の視点に立った「個別最適な学び」の実現を

目指しましょう！                       

令 和 ４ 年 度 （ 2 0 2 2 年 度 ）      

滋賀県教育委員会事務局特別支援教育課 

個別の指導計画を生かした「個別最適な学び」の実践事例 

【教科での支援内容】               

動画を見ながら、漢字の読み、成り立ち、     

ことば、文づくりを確認したり、動画に合わ    

せて書き順を声に出しながら書いたり、手を    

動かしたりして形を確認できるようにした。    

【支援についての評価】              

動画のイラスト等をヒントにして漢字の形と    

意味を結び付けることで、興味を持って覚え    

ることができた。                

                        

 

【つまずきが心配される            

児童生徒の様子】              

小学２年生。不注意による、特殊音節の抜け

や漢字の覚え間違いが多い。             

【指導計画での支援内容】           

視覚的なヒントによって興味を持って形を

捉え、漢字を正しく覚えることができるよ

うにする。                 

 

  

【教科での支援内容】             

調べ学習をしてわかったことをまとめる際に

タブレットを使い、文章、絵、写真、動画、  

クイズ形式の中から自分で方法を選んで取り

組めるようにした。               

【支援についての評価】             

自分がやりやすい方法（動画）を選択したた  

め、よりわかりやすくまとめようと試行錯誤  

しながら集中して取り組めた。         

 

★学びにくさのある児童生徒のアセスメントを実施 

                             

★学びにくさを把握し、個別の指導計画を作成 

                            

★個別の指導計画をもとに、各教科等における指導・  

支援について計画                 
          

 

【教科での支援内容】              

どの文を読めばいいのかがわかりやすいよう

に、テキストの文を一文ずつ区切って意味と

対応させたプリントを作成し、デジタル教材

の音声とも対応させながら音読練習ができる

ようにした。                   

【支援についての評価】               

視覚的なサポートと合わせて自分のペースで

何度も音声が聞けることで、英単語と読みが

つながりやすくなった。              

 

【教科での支援内容】                  

苦手な数学では、板書の写真を撮るタイミ    

ングを合図したり、大事なポイントを確認    

したりして、話を聞くこと、問題を解くこ 

とに集中できるようにした。           

【支援についての評価】             

タブレットの利用で書く負担が減るととも 

に、写真を撮る合図があることで、話を聞 

くことに集中でき、問題を解く時間も増えた。               

                  

  

【つまずきが心配される            

児童生徒の様子】             

中学１年生。見る力に弱さがあり、板書を写

すのに時間がかかるため、先生の話が聞け

ないことがある。                     

【指導計画での支援内容】             

タブレットで板書の写真を撮影し、ノート

の代わりにすることで書く負担を軽減し、

集中して話を聞けるようにする。      

  

【つまずきが心配される            

児童生徒の様子】             

中学１年生。文字を捉える力に弱さがあり、

漢字や英単語はルビつきでないと読むこと

が難しい。                         

【指導計画での支援内容】           

 デジタル教材等を利用してサポートするこ

とで、英単語や英文を一人で音読できるよ

うにする。                

PDCAサイクルによる 

個別の指導計画を中心に置いた教科指導の実践      

 

 

 

・単元構想                  

・ＩＣＴ機器等を活用した一人       

ひとりに合った指導・支援の計画    

・有効な指導・支援に     

ついて本人とともに     

 確認                

・課題の把握            

・授業実践             

・個に応じた学習        

PLAN    

ACTION    

DO   

CHECK    
 
個別の指導計画     

 

・個別の指導計画を              

 更新                   

・本人・保護者との評価の共有   

                     



 

 

 

 

 

     

     

     

     

 

 

 

 

 

     

     

     

     

                                                       

 

 

 

 

 

個別の指導計画等に係る懇談を計画的に保護者と行いながら、

必要な支援について共通理解を図っていきます。                 

個別の指導計画をもとに、各教科等ではどのように指導・支援するのかを考えます。   

・「個別の指導計画」活用チェックリスト  

・PLAN＆CHECK シート              

・ACTION シートの様式は、                               

滋賀県教育委員会ホームページ          

からダウンロードして活用いただけます。          

個別の指導計画を日々の指導・支援や各教科等における指導・支援につなげる

ための、一年間の活用事項例を示したチェックリストです。             

 

個別の指導計画の

内容を、関わる教師

や関係者、保護者で

共通理解し、必要な

支援を共有すること

が大切です。            

 

個別の指導計画をも

とに各教科等における

指導・支援を考え、実践

することで、個別の指導

計画と実際の指導・支援

をつなぐことができま

す。                 

 

実施した支援について児童生徒の気持ち

に寄り添いながら振り返ることは、さらなる

指導・支援の改善につながるだけでなく、本

人が自分自身を見つめる機会になるととも

に、児童生徒の学習意欲や主体性を引き出

すことにもつながります。                   

 

 実施した指導・支援が適切であったかどう

かを評価し、個別の指導計画を更新します。     

より児童生徒の実態に合った個別の指導計画に

バージョンアップしていくことが大切です。        


